
平
曲
〈
読
物
〉
の
テ
キ
ス
ト
と
墨
譜

鈴

木

孝五

庸2

は
じ
め
に

私
は
、
平
家
物
語
と
平
曲
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
は
、
文
学
と
音
楽
の
創
造
的
な
関
係
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
想
定
し
、
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
「
声
」
と
「
テ
キ
ス
ト
」
の
関
係
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ふ

し

ら
に
絞
っ
て
言
え
ば
、
〈
曲
節
〉
と
「
本
文
」
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

平
曲
の
〈
記
帆
〉
は
、
物
語
中
の
設
定
で
は
「
著
述
」
さ
れ
た
「
文
書
」
で
あ
り
、
演
諦
の
次
元
で
は
、
「
文
書
」
を
〈
よ
む
〉

と
い
う
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
書
か
れ
た
も
の
」
と
「
口
諦
的
な
操
作
」
と
が
直
接
関
わ
り
合
う
の
を
、
比
較
的

純
粋
な
形
で
、
取
り
出
し
う
る
材
料
と
考
え
ら
れ
る
。

平
家
物
語
の
「
文
書
」
あ
る
い
は
〈
読
物
〉
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
研
究
が
い
く
つ
か
あ
る
。
私
も
、
〈
読
物
〉
に
関
し
て
、
以

前
考
察
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
私
自
身
の
も
の
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
当
初
は
、
〈
曲
節
〉
と
「
テ
キ
ス
ト
」
の
関

係
を
考
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
関
心
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
文
書
が
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
諸
本
間
の
異
同
の
意
味
は
、
と
い
う
方
向
に
転
じ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
考
察
を
中
断
し
て
し

ま
っ
た
と
思
う
。

01 
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本
稿
は
、
〈
読
物
〉

の
再
検
討
の
場
に
も
ど
ろ
う
と
す
る
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
〈
読
物
〉
に
関
わ
る
基
本

02  

的
な
こ
と
が
ら
を
、

ほ
と
ん
ど
旧
稿
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
通
り
確
認
し
直
し
て
、
そ
の
後
、
当
初
の
目
標
に
向
か
う
べ

き
試
み
を
始
め
た
い
と
思
う
。

人文科学研究

〈
読
物
〉

の
曲
節
と
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
確
認

〈
読
物
〉
は
、
全
部
で
十
三
句
。
平
曲
の
譜
本
「
平
家
正
節
』
で
は
、
〈
読
物
〉
だ
け
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
、
上
下
二
冊
に
収

。。

め
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
『
平
家
物
語
』
の
順
と
異
な
る
、
次
の
よ
う
な
配
列
に
な
っ
て
い
る
。
(

)
内
は
本
来
の
物
語
の
巻

数
上

ゐ

ん

ぜ

ん

の

っ

と

ぐ

わ

ん

じ

よ

く

わ

ん

じ

ん

ち

ゃ

う

八
島
院
官
一
(
巻
第
十
)
康
頼
祝
詞
(
巻
第
二
)
木
曽
願
書
(
巻
第
七
)
勧
進
帳
(
巻
第
五
)

う

け

ぷ

み

て

ふ

じ

ゃ

う

腰
越
(
巻
第
十
一
)
請
文
(
巻
第
十
)
南
都
牒
状
(
巻
第
四
)
:
:
:
以
上
七
句

へ
ん
で
ふ

木
曽
山
門
牒
状
(
巻
第
七
)
山
門
返
牒
(
巻
第
七
)
山
門
牒
状
(
巻
第
四
)
南
都
返
牒
(
巻
第
四
)

下

平
家
連
署
願
書
(
巻
第
七
)
伊
豆
院
宣
(
巻
第
五
)
:
:
:
以
上
六
句

個
別
の
名
称
で
は
「
院
官
こ
「
牒
状
」
「
願
書
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
用
途
の
異
な
る
公
式
文
書
あ
る
い
は
神
仏
へ
の
祈
願
の
文
章

が
、
「
漢
文
」
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
一
括
り
と
な
っ
て
い
て
、

口
調
事
の
姿
と
し
て
〈
読
物
〉
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
具
体
例
と
し
て
は
、
平
家
物
語
巻
第
十
の
「
八
島
院
宣
」
が
最
も
短
い
の
で
、
こ
れ
を
引
用
し
よ
う
。

A
は
物
語

の
叙
述
、
文
書
引
用
に
至
る
事
情
説
明
の
部
分
、

B
が
文
書
の
引
用
部
分
、

C
は
引
用
を
閉
じ
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
狭
義
で
は
、



1
1
1
1
1
1
1
1

ふ

し

B
が
〈
読
物
〉
で
あ
る
。
一
一
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
平
曲
の
〈
曲
節
〉
の
指
示
で
あ
る
。

A

日
困

院
宣
の
御
使

八
島
に
下
り
着
ひ
て

平
三
左
衛
門
重
国

大

F
殿

以

下

の

月

和

久

客

田

川

川

同

凶

寄

合

た

ま

ひ

て

ヲ御
壷
の
召
次
花
方

同
じ
き
二
十
八
日

取
出
ひ
て
奉
・
る

此
院
宣
を
ひ
ら
か
れ
け
り

⑥平曲(読物〉のテキストと墨譜

二
B

閉
同
凶
勺
人
聖
一
軒

一

一

三

種

の

神

器

一

ト

モ

カ

一

尤

朝

家

の

な

げ

さ

二

国

抑

仇

重

衡

の

卿

は

東

大

寺

焼

か

逆

臣

な

り

一

一

す

べ

か

ら

く

翌

朝

の

朝

臣

申

受

る

旨

に

ま

か

せ

て

二

回

国

濁

親

族

に

わ

か

れ

て

既

に

生

捕

と

な

る

一

箆

鳥

雲

を

こ

ふ

る

お

も

ひ

は

る

か

に

千

里

の

南

海

に

う

か

ひ

一

帰

属

友

を

う

し

な

ふ

心

定

て

九

重

の

中

途

に

通

ぜ

ん

か

.

一

然

れ

ば

則

三

種

の

神

器

み

や

こ

へ

帰

し

入

奉

ら

ん

に

お

ゐ

て

は

y

ツ
メ

一

一

て

い

れ

ば

院

宣

か

く

の

ご

と

く

依

て

執

達

く

だ

ん

の

ご

と

し

一

一

寿

永

三

年

二

月

メ

一

方

十

酌

日

-
一
ハ
コ
ビ
一
大
膳
の
大
夫
成
忠
が
う
け
た
ま
わ
っ
て
一
下
一

一
「

|

1
川パ
l
1
1
1
1
1
』

|
I
l
l
i
-
-
-

ノ

ウ

彼
卿
を
寛
宥
せ
ら
る
べ
き
な
り

ノ
ム

北
関
の
九
禁
を
出
て

ス

諸
内
問
に
幸
し

南
海
四
国
に
う
づ
も
れ
て

フ

数
年
を
経

亡
国
の
も
と
ゐ
な
り

死
罪
に
行
は
る
べ
し
と
い
へ
ど
も

キ

進
上
前
の
平
大
納
、
一
言
ど
の
へ

(
尾
崎
家
本
『
平
家
正
節
』
下
巻
、

と
ぞ
害
れ
た
る

一
一
二
一
八
頁
)

C 

院
宣

03 
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あ
ら
た
め
て
〈
読
物
〉
を
説
明
し
直
す
な
ら
ば
、

04 

O 

漢
文
で
作
文
さ
れ
た
文
書
を
、
語
り
手
が
口
頭
で
読
み
聞
か
せ
(
音
読
)
す
る
よ
う
な
形
を
と
る
も
の
が
、
〈
控
訴
物
〉
で
あ

る
。
前
掲
の
平
家
正
節
の
引
用
例
は
、
文
書
を
読
み
下
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
漢
文
で
あ
る
。
平
曲
の
譜
本
の

人文科学研究

中
で
も
、
漢
文
の
形
の
ま
ま
で
曲
節
付
け
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

一
人
聖
排
出
北
関
九
禁
幸
諸
州
三
種
神
器
埋
南
海
四
国
経
敷
年
尤
朝
家
之
歎
亡
国
之
基
也

抑
彼
重
衡
卿
東
大
寺
焼
失
之
逆
臣
也
須
任
頼
朝
朝
臣
申
請
旨
難
可
被
行
死
罪
濁
別
親
族
己
成
生
捕

龍
烏
態
雲
思
遁
浮
千
里
南
海
帰
属
失
友
心
定
通
九
重
中
途
乎

然
則
三
種
紳
器
可
奉
返
入
都
彼
卿
可
被
寛
宥
也
者
院
宣
如
此
伯
執
達
如
件

書
永
三
年
二
月
十
四
日
大
膳
大
夫
成
忠
承
謹
上

前
平
大
納
言
殿
へ

(
波
多
野
流
譜
本
、
京
大
蔵
)

次
に
、
こ
の
〈
読
物
〉
十
三
句
が
、
細
部
が
ど
の
よ
う
な
曲
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
表
示
し
、
特
に
狭
義
の
〈
読
物
〉

部
分
の
独
自
な
在
り
方
を
確
認
し
て
お
こ
う
。



読
物
曲
節
表
(
平
家
正
節
の
順
に
依
っ
た
。
「
ハ
ヅ
ミ
」
や
「
中
ユ
リ
」
は
こ
の
表
に
入
れ
な
い
こ
と
に
し
た
。
)

⑨平曲〈読物)のテキストと墨譜

下ケハコ 説口 f宣島院k 

1) 

声折 声指 初重 初中 初重 音中 下ケ 説口 声白上寄 下ケ 説口
康頼主言冗司

下ケハコ 説口 声白 下ケハコ 説口 声強 下ケハコ 説日 音中 下ケハコ 説口
オ原書曽頃ミ

リ リ リ リ

下ハコ 声強 下ハコ 説口 声白 下リ 三重 下ケ 説口
勧進帳

説口 声素 下ハコ 説口 声強 下ハコ 説口 声白 声指 上寄 下ケ 説口 腰

リ 越

声白 長下ケ 峯声 半下ケ 説口 音中 声指 声折 下ケ 声白 下ケ 説口ホシリ
2青

文

下ケハコ 下寄 下ケ 上歌 下ケ 説口 都商襲E 
1) 

下ケハコ 説口
牒状門曾木山

下ケハコ 説口 声折 下ケ 説口 五牒l門1亙j 

リ

下ケハコ 説口
牒状山門

下ケハコ 説口
南都牒iEE E 

下ケハコ 説口
署願書平家連

1) 

下ケハコ1) 説口1 声白 下ケハコリ 説口 初重 半下ケ 説口 折声 下ケ 説口 イ豆主院ヲ主ま

05 
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「ーーーーー一一一一一ーーーーーーー一一一ーーーー|
ハ上下チ!

E音音 3i
半口シ
下説ホ
ケリ

初
重

指
声

チ
ラ
シ

日下
立
国

上
音

呂下
音

上
音

ハ
コ
ピ

下
音

上
音

走
三
重

ハ
コ
ピ

チ
ラ
シ

呂下
音

上
音

下
立
日

上
音

ハ
コ
ビ

折下コ
声ハ

白
声

口
説

下
ケ

チ
ラ
シ

チ
ラ
シ

下コ口
ハ説
リ

チ
ラ
シ

呂下
音

上
音

下
音

上
音

下
音

ハ
コ
ビ

上
音

呂下
音

ハ
コ
ピ

上
音

チ
ラ
シ

呂下
音

上
音

チ
ラ
シ

下
音

上
音

下
音

ハ
コ
ピ

上
音

ー

l
i
l
l
i
t
-
-

ーロ「
I
l
l
i
-
-
-
-

呂

日

下
音

下
音

上
音

上
音

下
音

下
音

上
音

上
音

下
音

下
音

上
音

上
音

ハ
コ
ピ

呂下
音

上
音

下
音

上
音

下
音

上
音

ハ
コ
ピ

チ
ラ
シ
呂

下
音

上
音

下
音

上
音

ハ
コ
ビ

チ
ラ
シ

呂下
音

上
音

ハ
コ
ピ

チ
ラ
シ

下
音

上
音

下
音

上
音

下
音

上
音

下
音

上
音

ハ
コ
ピ

チ
ラ
シ

下
音

上
音

下
音

上
音

下
立
日

上
音

ハ
コ
ビ

06 
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一
重

初
重

初
重

指
声

初
重

長
下
ケ

初
重
中
音

上
寄

中
音

右
の
表
の
各
句
の
曲
節
の
う
ち
、
〈
チ
ラ
シ
〉
で
始
ま
り
〈
ハ
コ
ビ
〉
で
終
わ
る
範
囲
が
、
狭
義
の
〈
読
物
〉
で
あ
る
。

こ
の
間
の
曲
節
は
、
〈
下
音
〉
↓
〈
上
音
〉
の
繰
り
返
し
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

〈
読
物
〉
十
三
句
の
平
家
物
語
諸
本
に
お
け
る
収
録
状
態

物
語
の
順
に

し
て
あ
る

次
に
、
平
家
物
語
諸
本
で
は
、
〈
読
物
〉
に
相
当
す
る
文
書
が
、
ど
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
か
を
一
覧
に
す
る
。

⑨平曲〈読物〉のテキストと墨譜

康
頼
祝
詞

一
平
松
一
竹
柏
一
百
廿
一
一
束
寺
一
図
民
一
一
匹
一
四
部
告
一

流
布
本
一
党
一
本
一
屋
代
本
一
家
本
一
図
本
一
句
本
一
鎌
倉
本
一
執
行
本
一
文
庫
本
一
中
院
本
一
南
者
本
一
戦
状
本
一
延
鹿
本
一
配
表
記
一
長
門
本
一

O

一
O

一
O

一
O

一
O

一
O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
/
一
〆
一

O

一
O

一
O

一

O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
O

一
O

一

O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
O

一
O

一

O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
O

一
O

一

O

一
O

一
O

一
O

一
O

一
O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
/
一

O

一
O

一
O

一
O

一
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伊
豆
院
官
一

人文科学研究

表
の
注
ァ、

O
×
は
そ
の
読
物
の
有
無
を
示
す
。
但
し
表
現
内
容
の
異
同
は
問
題
に
し
な
い
。

ィ
、
/
は
欠
巻
を
示
す
。

ゥ
、
竹
柏
園
本
の
.
は
、
こ
の
八
嶋
院
宣
相
当
の
箇
所
が
空
白
と
な
っ
て
い
る
。

ェ
、
平
松
家
本
と
四
部
合
戦
状
本
の
?
は
、
腰
越
状
の
前
後
の
記
事
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

右
の
表
に
よ
れ
ば
、
読
物
の
有
無
に
違
い
が
あ
る
の
は
「
八
島
院
宣
」
と
「
腰
越
」
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の

〈
読
物
〉
に
関

し
て
想
定
さ
れ
る
問
題
は
、

O 

伝
本
に
よ
っ
て
は
構
想
上
不
要
で
あ
っ
た
の
か
、

O 

古
い
段
階
で
は
作
文
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
読
物
が
、
あ
と
で
補
入
さ
れ
た
の
か
、



O 

あ
と
で
書
写
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
を
扱
わ
な
い
。

平
家
物
語
諸
本
聞
に
お
け
る
〈
読
物
〉

の
本
文
異
同
の
概
観

次
に
、
〈
読
物
〉
の
文
章
表
現
が
、
諸
本
間
で
同
一
か
ど
う
か
を
大
づ
か
み
に
比
較
し
、
そ
の
結
果
を
表
示
す
る
。
語
り
も
の
系

諸
本
の
も
の
は
、
同
一
と
み
て
ま
ず
は
よ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
を
縦
の
列
だ
け
で
見
て
、
同
じ
記
号
な
ら
ば
同
一
の
文
章
で
あ
り
、
違
う
記
号
が
混
じ
れ
ば
、
同
一
の
文
書
で
あ
る

は
ず
の
も
の
が
、
伝
本
に
よ
っ
て
こ
と
な
る
文
章
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
伊
豆
院
宣
(
福
原
院
宣
と
も

控
2

は
、
延
慶
本
で
は
異
本
の
も
の
だ
と
し
て
二
つ
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
言
、
つ
)

⑨平曲(読物〉のテキストと暴譜

木 伊 勧
都南返
商都牒状

山
康頼祝

願曽 豆 進帳 牒門
院日

書 牒 状 詞

O 正斗 O O O O O 
語もり

の
系

-・・-- -・・-- -・・-- -・・-- ー・--- ーー・-- -・・-- -・・--

O O O O O O ⑥ 
延慶

正斗
本

幽ーーーー ーーーーー ーー・ー.回 ーーーーー

長
O O O 。O O O 門

本

ー甲骨・ーー ー----

盛
O O O 。O O 。衰記

09 
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腰
請文
J¥ 
家平連
山
木曲山固越 院島 返門

出日

署願 牒 牒門

書 状

O O O O ，d，. ム

ー明ーー咽 -・・・.--・・---ーー._-ーー・ーー

ナ 。O 。O 。
ン

司..---ー・----・・---・ーーー ーーーーー

O O O 。O O 
-・・---・・--ー・・・ー ---ーー ーーーーー ーーーー.

ナ 。O 。O 。ン
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010 

す
べ
て
の
〈
読
物
〉
に
複
数
の
形
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
右
の
概
観
表
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
物
語
の
外
か
ら
の

「
引
用
」
を
た
て
ま
え
と
す
る
は
ず
の
文
書
で
も
、
文
学
的
な
操
作
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

平
家
物
語
に
お
け
る
文
書
類
一
覧

こ
こ
で
は
、
〈
読
物
〉
十
三
句
に
限
定
せ
ず
、
平
家
物
語
の
主
要
伝
本
と
目
さ
れ
る
も
の
が
、
ど
れ
ほ
ど
「
文
書
」
を
収
録
し
て

い
る
の
か
を
対
照
し
一
覧
と
し
た
。

〈
読
物
〉
十
三
句
関
連

平
家
物
語
に
お
け
る
文
書
類

01 
---x---~--逗ーーー
慶
本

源
平
盛
衰
記

一
院
女
院

厳
島
御
願
文
(
三
)

長
門
本

四
部
合
戦

状
本

42 

× 

屋
一
党
一
亘
流
一
様



⑨平曲〈読物〉のテキストと墨譜

万
一
×

(一回一

x

加
一
留
守
所
よ
り
白
山
へ
牒
状

回
γ
白
山
よ
り
の
返
牒

尚
一
×

(
-m一

白
山
よ
り
延
暦
寺
へ
牒
状

mw
一×

的
一
*
延
暦
寺
よ
り
朝
廷
へ
奏
状
(
久
安
三
年
四
月
)

ω一
*
延
暦
寺
へ
の
院
宣
(
久
安
三
年
四
月
)

日
一
藤
原
師
高
の
解
官
配
流
の
宣
下

ロ
一
追
書
(
禁
獄
の
宮
兵
交
名
)

日
一
×

比
一
×

回
一
×

尚
一
×

η
一×

日
目
一
燈
蓋
鬼
の
筆
談

〔
一
、
第
一
本
〕

〔
二
、
第
一
末
)

74 

O 

75 

O 

76 

O 
78 

X 

79 

× 

103 

O 
103 

O 
166 

O 澄
憲

祈
雨
の
文

澄
憲

詩
文

四(四
)

延
暦
寺
よ
り
白
山
へ

四

延
暦
寺
へ
院
官
二
四
)

(
四
)

(
四
)

座
主
流
罪
の
宣
旨

山
門
の
奏
状

(
五
)

清
盛
へ
の
状

(
五
)

山
門

落
書

五

× 

十

牒
~:k 

(四
)

M
一
×

五

44 

× 

伯z
吉
即耳
鳴ニ

30 190 115 111 110 86 84 80 79 77 

/ 0000  
64 62 45 43 

68 67 57 56 

47 

X 

53 

O 
54 

O 

55 

O 
56 

× O O 
68 

O 
68 

O 
72 

× 

72 

× 

73 

× 

80 

O 
×
一
成
親

172 

O 

六
)
↑

，， 11 
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ゆ
一
平
康
頼
よ
り
平
重
盛
へ
の
書
状

初
一
平
康
頼
の
熊
野
祭
文
〈
康
頼
祝
調
〉

幻
一
蘇
武
の
書
状

辺
一
中
宮
御
産
に
よ
る
赦
免
状
〔
三
、
第
三
本
〕

幻
一
×

M
A

一
宗
盛
、
辞
大
臣
の
上
表
(
但
し
、
書
き
下
し
文
)

お
一
延
暦
寺
堂
衆
罪
科
の
宣
旨
(
末
尾
欠
の
註
記
あ
り
)

お
一
平
重
盛
よ
り
伊
王
山
へ
金
の
送
り
状

幻
一
江
中
納
言
よ
り
先
例
検
討
の
消
息
〔
四
、
第
二
中
〕

お
一
以
仁
王
の
令
旨

m
一×

知
一
源
頼
朝
の
施
行
状

引
一
三
井
寺
よ
り
延
暦
寺
へ
牒
状
〈
山
門
牒
状
〉

党
一
三
井
寺
よ
り
輿
福
寺
へ
牒
状
〈
南
都
牒
状
〉

竹
刀
一
興
福
寺
よ
り
一
一
一
井
寺
へ
返
牒
〈
商
都
返
牒
〉

日

H

一
興
福
寺
よ
り
東
大
寺
へ

万
一
明
雲
へ

牒
状

院官一

171 

× 

189 

O 

(
九
)

199 

O 

}¥ 

236 

O 

(
九
)

後
朱
雀
院
の
祭
文
(
十
)

261 

x 

283 

× 

294 

× 

334 

ム

(
十
一
一
)
七
山
乱
r
，

347 

O 

(
十
三
)

頼
朝
へ
の
別
の
令
旨
(
十

359 349 

o 0 
(十一一一)

(
十
四

360 

O 

(
十
四

361 

O 

(
十
四

363 

O 

(
十
四

364 

× 

× 

149 

O 

(
四
)

124 

O 

四

153 

O 

五

164 

× × × × 

209 

X 

216 

O 

七

217 

X 

234 218 

o 0 

七}¥ 

236 234 233 

x 0 0 

}¥ }¥ 

X 

113 112 110 88 87 x 252 229 219 

000  / / / 
225 223 221 

133 132 131 

/ / / 

000  
000  
④①②  

@⑦⑩  

" 12 

O
一O
一O
一
①
一
②
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日均一×
竹
山
一
延
暦
寺
へ

叩
均
一
延
暦
寺
批
判

均
一
陰
陽
博
士
安
部
季
弘
の
勘
状

ω一
文
撃
の
勧
進
帳
〈
勧
進
帳
〉

制

-x

n
M

一
源
頼
朝
へ
平
家
追
討
の
院
宣

川

町

一

同

院

宣

・

異

本

科一
V
A

6
一×

4

・

尚
一
×

4

-
幻
一
源
頼
朝
追
討
の
官
符

綿
一
高
倉
院
の
厳
島
御
願
文
〈
願
文
〉

的
一
園
恵
法
親
王
天
王
寺
寺
務
停
止
の
院
宣

知
一
延
暦
寺
よ
り
都
帰
の
奏
状

日
一
×

m
A

一×

院
宣奈

良
法
師
の
賓
語
教

〔
五
、
第
二
末
〕

〈
伊
豆
院
宣
〉

O 

(
十
四
)

文
党
よ
り
清
水
観
音
へ
害
状
(
十
八
)
則
一

x

365 

O 

(
十
四
)

370 

× 

竺江主主
o 0 
(
十
六
)

(
十
八
)

491 

O 

(
十
九

492 

× 大
場
の
早
馬
a

(

二
十
二
)

頼
朝
の
催
促
状
(
二
十
二
)

ハ
波
羅
へ
の
飛
脚
(
二
十

532 

O 

(
一
一
十
二
)

O 

(
二
十
三
)

548 

O 

(
十
六
)

550 

O 

(
二
十
四
)

頼
朝
の
廻
文
(
二
十
四
)

坂
東
落
書

(
二
十
四
)

J¥ 

弘

165 詰
27 169 15 9 224 191 163 126 124 

0 0000  
210 192 198 183 17S 

200 190 192 184 179 

O o 0 
O o 0 
O o 0 
×⑥⑤  

x ⑬④  

o 13 

笠

o
237 

× O O 

(
九
)

302 

O 

(
九
)

326 

O 

(
十
)

X 

371 

× 

372 371 

x x O 

十

375 

O 

十

271 

O 

(
九
三

390 

O 

十

395 394 

x x 

J¥ 
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幻
一
重
ね
て
源
頼
朝
追
討
の
宣
旨

日
一
×

H
J

一
兵
乱
御
祈
の
宣
下
〔
六
、
第
三
本
〕

%
一
重
ね
て
源
頼
朝
追
討
の
宣
旨

mJ
一
重
ね
て
源
頼
朝
追
討
の
宣
旨

見
一
平
宗
盛
被
補
惣
官
職
宣
下

型
源
頼
朝
追
討
の
院
廊
下
文

ω一
鎮
西
の
逆
賊
追
討
の
廊
下
文

“
一
藤
原
高
直
追
討
の
宣
旨

日
出
一
源
行
家
よ
り
伊
勢
大
神
宮
へ
願
書

臼
一
太
元
法
を
被
修
の
宣
下

ω
一
源
頼
朝
追
討
の
宣
下

白
山
一
源
義
仲
よ
り
白
山
へ
願
書
〔
七
、
第
三
末
〕

“
一
北
陸
道
反
逆
の
輩
追
討
の
宣
旨

日
山
一
源
義
仲
よ
り
新
八
幡
宮
へ
願
書
〈
木
曲
目
願
書
〉

ω一
源
義
仲
よ
り
延
暦
寺
へ
牒
状

ω一
延
暦
寺
よ
り
源
義
仲
へ

〈
木
曽
山
門
牒
状
〉
引
一

O

返
牒

〈
山
門
返
牒
〉

555 

× 兼
遠
の
起
請
文
(
二
十
六

605 599 

x x 

605 

× 

606 

× 

側一

0
・
秀
衡
宛
(
二
十
七

642 

× 

642 

× 

647 

O 

(
二
十
七
)

662 661 

x x 

28 

O 

(
二
十
九
)

32 

× 

35 

O 

(
二
十
九
)

(
三
十
)

55 

O 

(
三
十
)

× 

423 

× × × X X 

446 

O 

(
十
一
一
)

× × 

443 

O 

(
十
一
一
)

× X 

476 

O 

(
十
三
)

× 

480 

O 

(十一一一)

500 

O 

(
十
四
)

504 

O 

(
十
四
)

187 183 153 145 103 91 

000  0 
311 306 289 263 

263 260 250 234 

000  
000  
000  
⑤③⑦  

⑨③③  

，， 14 
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初
一
平
家
よ
り
延
暦
寺
へ

η
一
佐
々
木
庄
の
譲
状

η
一×

刀
一
源
頼
朝
へ
征
夷
将
軍
宣
旨

九
一
源
頼
朝
よ
り
院
宣
請
文
お
よ
び
礼
紙

万
一
諸
寺
諸
山
へ
の
宣
旨

百
一
平
家
余
党
追
討
の
宣
旨

竹
川
一
源
義
仲
よ
り
延
暦
寺
へ
怠
状

冗
一
源
頼
朝
よ
り
延
暦
寺
へ
牒
状

乃
一
朝
廷
よ
り
白
山
へ
御
領
奉
免
状

紛
一
熊
谷
直
実
よ
り
平
経
盛
へ
害
状

れ
一
平
経
盛
よ
り
返
状

回
一
屋
島
へ
院
宣
〈
八
島
院
官
一
〉

幻
一
平
宗
盛
よ
り
院
宣
の
請
文

例
一
公
家
よ
り
源
頼
朝
へ

白
山
一
源
頼
朝
よ
り

以∞一×

牒
状

〈
平
家
連
署
願
書
〉
切
一

O

被
仰
条
ム
吋

院
へ
の
奏
開
条
々 〔

八
、
第
四
〕

ー
本
来
の
依
置

は
、
怖
の
穆
!

〔
九
、
第
五
本
〕
加
一

0

〈
請
文
〉

〔
十
、
第
五
末
〕
別
一

0

(
三
十
)
↓

59 

O 

(
三
十
)
↓

平
家
追
討
庁
の
下
文
(
三
十
二

)
n
一×

140 

O 

(
三
十
三
)

143 

O 

(
三
十
三
)

156 

× 

157 

X 

162 

O 

(
三
十
四
)

176 

O 

(
三
十
四
)

180 

× 

(
三
十
八
)

269 

O 

会
一
一
十
八
)

(
三
十
八
)

301 

O 

(
三
十
八
)

310 

× 

360 

O 

(
四
十
二

義
経
の
合
戦
注
進
状
(
四
十
三
)
抗
一
×

496 

O 

(
十
四
)

497 

O 

(
十
四
)

42 

O 

(
十
五
)

44 

× X × 

56 

O 

(
十
五
)

68 

O 

(
十
五

× 

140 

O 

(
十
六
)

141 

O 

(
十
六
)

151 

O 

(
十
七

152 

O 

(
十
七

O 

(
十
七
)

202 

O 

(
十
七
)

158 105 102 90 67 65 298 283 261 194 190 

o 0 0 0 
99 97 319 315 

352 351 2氾7 265 

O x / / 0 
O o x x 0 

O 000  0 
⑫⑪ x x ⑩ 

⑥① x x ⑫ 

015 
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源東 Ix 字
義大| 佐
経寺| 宮
追開 l へ
罰眼
の供
院養
宣の
宣
日

× 22 
sz 
状江

斗ーノ、
轟

← 228 
ーーー一一一一

〔
十
一
、
第
六
本
〕
側
一
×

× 

宝
剣
祈
願
の
願
書

×一

O
一O
一
⑬
一
⑤

× 

〔
十
二
、
第
六
末
〕
綱
一
×

× 

人文科学研究

478 

× 

※
延
慶
本
:
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
勉
誠
社
刊
(
北
原
・
小
川
)
の
頁
数
。

※
盛
衰
記
:
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
通
俗
日
本
会
史
の
頁
数
。

※
長
門
本
・
:
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
勉
誠
出
版
刊
(
麻
原
、
小
井
土
、
佐
藤
)
の
頁
数
。

※
四
部
合
戦
状
本
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
う
ち
、
四

3
5
2
Z
O垣
列
。

sg)
は
、
大
安
刊
の
頁
数
、
〔
四
〕
は
、
新
典
社
刊
『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証

一
』
の
影
印
の
頁
数
、
問
(
明
朝
体
)
は
、
有
精
堂
刊
(
高
山
訓
読
)
の
頁
数
。
:

本
稿
の
関
心

こ
こ
で
、
も
う
一
度
、
本
稿
の
関
心
を
言
、
っ
。
所
謂
「
平
家
物
語
と
語
り
」
の
問
題
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
様
々
な
方
向
で
検

討
が
行
わ
れ
て
き
た
と
思
う
。
こ
の
問
題
を
「
書
か
れ
た
も
の
」
と
「
口
語
り
」
と
の
関
係
|
|
主
従
関
係
か
ま
た
は
相
互
関
係

か
|
|
に
関
わ
る
問
題
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
「
文
書
/
読
物
」
は
、
良
質
の
検
討
素
材
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
〈
読
物
〉

さ
く
も
ん

の
作
文
さ
れ
た
文
章
は
、
耕
傭
文
を
基
本
と
す
る
の
で
あ
り
、
形
と
し
て
の
安
定
性
を
前
提
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
演
諦

と
し
て
の
〈
よ
み
〉
も
〈
曲
節
〉

の
次
元
に
お
い
て
一
定
の
型
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。

な
お
、
「
平
家
物
語
に
収
載
の
文
書
」
へ
の
関
心
は
、
近
年
い
く
つ
か
あ
る
が
、
〈
読
物
〉
に
関
し
て
は
、
皆
無
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
、
っ
。

o 16 



〈
読
物
〉

の
対
句
と
墨
譜

斡
酔
(
博
士
)
と
は
、
曲
節
よ
り
微
細
な
単
位
で
、
平
曲
の
譜
本
の
あ
り
方
で
言
う
な
ら
ば
、
平
家
物
語
の
こ
と
ば
の
一
音
字

一
音
字
に
つ
け
ら
れ
た
記
号
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
と
ば
の
音
の
高
低
、
微
細
な
音
の
操
作
法
を
指
示
し
て
い
る
。
西
洋

音
楽
の
楽
譜
で
言
え
ば
、
音
譜
と
表
情
・
表
現
記
号
を
ま
ぜ
た
役
割
を
果
た
す
の
が
「
墨
譜
」
で
あ
る
。

〈
読
物
〉
の
曲
節
の
特
徴
に
、
〈
下
音
〉
〈
上
音
〉
の
繰
り
返
し
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
〈
下
音
〉
〈
上
音
〉

(
持
ち
悔
ち
)

を
墨
譜
の
次
元
で
み
る
と
、
「
モ
チ
」
と
呼
ば
れ
る
墨
譜
が
、
び
っ
し
り
つ
い
て
い
る
。
こ
の
モ
チ
は
、
点
を
三
つ
横
に
並
べ
た

。。。

ょ
う
丸
参
し
て
い
て
、
そ
の
発
声
は
、
あ
え
て
単
純
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
音
を
長
く
延
ば
す
よ
う
に
し
て
三
団
連
続
さ

•• 

い
ま
、
こ
の
モ
チ
を
仮
に
・
で
代
用
表
示
す
る
と
、
た
と
え
ば
「
仏
の
た
め
」
と
あ
れ
ば
、

せ
る
の
で
あ
る
。

め
エ
エ

と
発
声
す
る
。
こ
と
ば
に
モ
チ
を
つ
け
る
こ
と
で
、
〈
よ
み
〉
か
た
に
あ
る
強
調
が
加
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
読
物
〉

ほ
と
け
の

た
ア
ア

の
文
章
の

⑨平曲〈読物)のテキストと墨譜

基
本
に
「
対
句
」
が
あ
る
が
、
こ
の
「
対
」
の
表
現
を
扱
う
、
「
音
/
声
」
の
表
現
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
も
と
よ

り
、
墨
譜
全
体
の
構
造
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
本
稿
で
は
、
モ
チ
に
注
目
す
る
こ
と
で
、

こ
と
ば
と
声
の
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

そ
こ
で
、
「
木
曽
山
門
牒
状
」
の
中
か
ら
、
比
較
的
特
徴
的
な
傾
向
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
対
応
関
係
を
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
取

り
出
し
て
み
た
。
(
以
下
、
検
討
は
尾
崎
家
本
に
よ
る
)

な・う・
が・つ・
し・し・
た・た・
て・て
ま・ま
てコ・そコ
る・り

• 城南
の

ぜり・
ちき
いう
きに
に・

博法
陸皇
を・を

あ

017 

海
西
の
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義・命
を・を・
おか・
もろ
んん
じ・じ
て

018 

••• 
、
っ
て
ば

か・
かな
なら
ら・ず
ず・
ふ・
く・く・
だ・し
る

しミ
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つ

せ
む
れ
ば

え

国君仏神
の・の・のの・
た・た・た・た・
め・め・め・め・

こ
れ
ら
は
、
三
つ
の
傾
向
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。

(2) (1) 

対
句
表
現
の
「
く
り
か
え
し
」
を
、
(
ほ
ほ
)
な
ぞ
る
よ
う
な
形
で
モ
チ
が
つ
い
て
い
る
。
↓
え

対
句
表
現
の
「
く
り
か
え
し
」
を
モ
チ
が
な
ぞ
る
形
で
は
な
い
が
、
対
応
関
係
の
認
め
ら
れ
る
(
左
右
対
称
)
箇
所
も
あ

り
、
各
句
の
末
の
落
ち
着
か
せ
方
に
配
慮
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
「
対
」
の
文
学
的
表
現
を
墨
譜
は
尊
重
し
て
い
る
。
↓
あ
、

、
叶
ノ
、

(3) 

対
句
表
現
の
「
く
り
か
え
し
」
を
な
ぞ
ら
ず
、
声
の
表
現
と
し
て
は
「
対
」
の
形
に
は
な
ら
な
い
。
「
対
」
に
変
化
を
も
た

せ
て
い
る
。
↓
い



以
上
、
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
の
、
作
業
仮
説
を
立
て
て
み
た
。
こ
こ
で
設
定
し
た
枠
組
み
が
、
有
効
な
の
か
ど
う
か
。
さ

ら
に
、
対
象
の
数
を
増
や
し
て
検
討
す
る
。

検
討
1

|

|

〈
読
物
〉

二
句
に
お
け
る
対
句
と
モ
チ

こ
こ
で
は
任
意
に
「
商
都
牒
状
」
と
「
木
曽
山
門
牒
状
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
下
音
〉
と
〈
上
音
〉
部
分
に
含
ま
れ

る
「
対
句
」
を
抜
き
出
し
、
併
せ
て
、
モ
チ
を
・
で
表
示
す
る
。
(
な
お
、
〈
読
物
〉
の
開
始
部
に
相
当
す
る
〈
チ
ラ
シ
〉
部
分
で

も
「
対
句
」
が
認
め
ら
れ
る
が
、
モ
チ
は
付
さ
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
検
討
対
象
か
ら
除
い
た
。
)

⑥平曲(読物〉のテキストと墨譜

O 
① 

外う王仏車
ち法法 22
に・に・と・と・置
は・は・ぃ・ぃ・色
悪仏ひひ・
逆法
の・の
群破
類滅
を・を・
退守た・

けーす・
ばけ

••••••• 二
の
み
や
の
朱
閣
を
か
こ
み
奉
y

り

キ
ウ
チ
ヤ
ウ

.

.

 

九
重
の
垢
陣
を
お
ど
ろ
か
さ
し
む

イ

.

.

.

 

命
を
軽
ん
じ

•••• 
義
を
お
も
ん
じ
て

••••••• 一
戦
の
功
を
は
げ
ま
す
と
い
へ
ど
も

••• 
多
勢
の
せ
め
を
ま
ぬ
か
れ
ず

ケ
イ
カ
イ

.

.

.

.

.

 

.
 

形
骸
を
古
岸
の
こ
け
に
さ
ら
し

イ

イ

.

.

.

.

.

.

 

.
 

性

命

を

長

河

の

浪

に

流

す

ウ

.

.

.

.

 

令
旨
の
お
も
む
き
肝
に
め
い
じ

•••••••• 同
類
の
悲
し
み
た
ま
し
ゐ
を
け
す

•• 
は
た
を
あ
げ

ン.
剣
を
と
っ
て
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を・の海域7牒
もい西?南士状
つは・のの・」
てず絶1り・
すいき
き1う
に・に
流Sう
し・つ

泰守し. 

ー奉ーる・りー

③ ⑨ 

④ 

⑮ 
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i(1)i以

⑮②①，  -上 ⑬ ⑬ ⑫ ⑪ 
'の'

国君仏神外ちう王仏法と ;グiの 更 ひ・冬秋守せ う・勝き守ー は
の・の・のの・ ル:空官十l に・と・の・風の2むて・ か
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ひひ・:/:六 と・

に 悪逆仏法 い' 義仲 神仏明 務薫を51・芭蕉を・か か を・
の・の つ が・ ィ ・なら・なら・Jli!帳幕ー

類群 破滅
しミ

武陀・か破守ずく・ず・尺ー
て 客ーの・ら る・ ・ふ・の・の・

をgを・
、

に・たす・にだ・く・も ちう・
前 あすに・ るしと・・

退守た・
述 ら・也けー に・に

けり・ ず 相こ・ 得た・め・の 同と -ぐti 
じな りら

てコ ら・ し・
の ず て

型
で
判
断
し
て
み
る ⑬ ⑮ 
と
次 国君仏神氏i原平家
の の・の・のの・ ・ ・

通 た・た・た・た・に・に・

り
め・め・め・め・

で 与カ・・心同

あ
る かか。

020 



⑨平曲〈読物〉のテキストと墨譜

:(3): 

⑤④:の;

九1二道衆;:グj
重!~路庶ソ!ル:
のーみ・ l 
ゃ・目・も iプ!
のを・の;
垢朱もい
陣簡ーつは・
をを・てず
お・か・す
どこ・
ろみ
か奉

tり
む

021 

凶
の
グ
ル
ー
プ
一セイナン
.
.
.
.
.
 
.
 

③
法
皇
を
城
南
の
り
き
う
に
う
つ
し
奉
り

ハクリク.セイゼツチキ・・・・・:・

博
陸
を
海
西
の
絶
い
き
に
流
し
奉
る

ケイカイ
.
.
.
.
.
 .
 

⑧
形
骸
を
古
岸
の
こ
け
に
さ
ら
し

イイ

...... .
 

性

命

を

長

河

の

浪

に

流

す

••••••••••• 
⑪
は
か
り
こ
と
を
雌
幕
の
う
ち
に
め
ぐ
ら
し
て

-
:
・
・
・
・
・
・
・
・

勝

事

を

問

問

尺

の

も

と

に

得

た

り

••••••• ⑫

う

て

ば

か

な

ら

ず

ふ

く

し

••••• せ
む
れ
ば
か
な
ら
ず
く
だ
る

-
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

⑬

秋

の

風

の

芭

蕉

を

破

る

に

こ

と

な

ら

ず

・・・クンヨゥ・・・

冬
の
霜
の
薫
殖
を
か
ら
す
に
相
同
じ

.

.

.

 

ィ

.

.

.

.

 

⑬
ひ
と
へ
に
神
明
仏
陀
の
た
す
け
也

•••••• 更
に
義
仲
が
武
田
骨
に
あ
ら
ず

•• 
⑬

平

家

に

同

心

か

••••• 源

氏

に

与

力

か
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ゐいずと・
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⑨ ⑮ 
整
理
す
る
と
、

(3) (2) (1) 

3 7 6 

(4) 

(5) 

(6) 

げ)

(9) 

(10) 

と
な
る
。

右
の
分
布
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

ィ
、
対
句
を
、
モ
チ
は
、
な
ぞ
ら
な
い
傾
向
に
あ
る
。

ロ
、
モ
チ
は
、
「
対
」
に
変
化
を
も
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ハ
、
「
文
学
」
に
対
し
て
、
「
声
/
音
楽
」
が
、
能
動
的
に
形
を
変
え
よ
う
と
働
き
か
け
て
い
る
。



と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

平
家
物
語
の
文
章
が
、
「
音
楽
」
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
〈
読
物
〉
以
外
の
文

章
表
現
と
曲
節
と
の
関
係
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
(
拙
著
『
平
曲
と
平
家
物
語
』
)
が
、
〈
読
物
〉
に
関
し
て
も
、
言
う
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
見
通
し
を
得
た
の
で
あ
る
。

検
討
2

|

|

〈
読
物
〉
十
一
句
に
お
け
る
対
句
と
モ
チ

右
と
同
様
に
、
〈
読
物
〉
の
残
り
の
十
一
句
の
〈
下
音
〉
〈
上
音
〉
の
対
句
に
つ
い
て
も
調
べ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各
勾
の

対
句
を
通
し
番
号
で
表
示
し
、
引
用
は
分
類
の
結
果
で
記
す
こ
と
に
す
る
。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
I
l
l
1
幹
沢
百
H
口
山
司

n
v
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
A
U
A
U
n
u
'
I
'
i
'
I
H田
明
性
理
4
4
1
圭
ロ

日

l

山
門
牒
状

u
日
凶
口
四
円
却

n
n
お
M
お
お
幻
泊
四
|
南
都
返
牒

⑨平曲(読物)のテキストと墨譜

加
担
刀
お

M
K
M
M
幻

M
m
判
制
|
|
勧
進
帳

mu
拍
判
特
|
|
伊
豆
院
宣

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
I
l
-
-
ト
ト
白
主
唄
陸
ヨ

4
4
4
4
5
，
3
5
5
5
5
5
7
A
K
E臨
時
三
宅

幻

兜

卸

ω臼
臼
|
|
山
門
返
牒

臼

ω日
“
日
同
同
開
河

i

|
平
家
連
署
願
書

η
ー
ー
八
島
院
宣

023 

2
3
4
5
6
7
8
9
O
I
l
-
-
主
同
ャ

ι

7
7
7
7
7
7
7
7
8

き
ロ
ユ
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別

位

|

腰

越

狭
義
の
読
物
十
一
句
中
の
〈
下
音
〉
〈
上
音
〉
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一
一
山
の
グ
ル
ー
プ
一

••• 似
上
一
人
よ
り

-・・・・・

下
万
民
に
至
る
ま
で

•••••• 
あ
る
ひ
は
現
世
安
穏
の
為

••••••• 
あ
る
ひ
は
後
生
善
所
の
た
め
に

•••••• 
あ
る
ひ
は
有
縁
の
衆
生
を
み
ち
び
き

•••• 
あ
る
ひ
は
無
縁
の
群
類
を
す
く
わ
ん

•• 平
氏
の
糟
糠

• 武
家
の
塵
芥
な
り

••• 一
戦
の
功
を
感
じ
て

••• 不
次
の
賞
を
さ
づ
け

•••••• 
高
く
相
国
に
昇
り

••••••• 
兼
て
兵
杖
を
た
ま
は
る

05 10 14 16 17 52 

全然
く・り・
と-
u、.
p、.
ど・
も

身君
の・の・
為守為g

家国
の・の・
た・為守
めに
にし・
し・て・
て

53 

よた
ろの
こも
ばし・
し・き・
き・哉守
哉守

• 
が
為
に

の
対
句
と
モ
チ

是Sこ・
を・れ・
お・を・
こお・
さ・こ・
ずす

024 

35 

万四家守身・累譜・王帝嶺
民海をを・祖・代家・位・猿
を・を・ぉ・た奉相を・を・
悩管2こて公停あかさ・む・
乱揖Cす ののやたけせ
せ?イべ 忠、兵ぶむ・んん
しレし 勤略めけで・で・
む を・を・ん

ぬ・つ・
きぎと・
んす
で・ る

石

泉

枝S布S
に・を・
遊2ヲ，-
~キ

42 44 45 46 
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67 

.

.

 

ソ
ウ
テ
ウ

い
よ
/
¥
崇
重
す
べ
し

••••• い
よ
/
¥
恭
敬
す
べ
し

.. 
カ
ス
ガ
・
:
・
ヂ

.. 

藤

氏

は

春

日

の

や

し

ろ

氏

社

氏

寺

と

し

て

・・

y

:

・・・

平
氏
は
日
吉
の
社
延
暦
寺
を
も
っ
て
氏
杜
氏
寺
と
し
て

仰
れ
は
む
か

~ZE艇
な

り

回

国

家

仇

印

刷

栄

幸

H
M
Hふ

•••••••••••• 
こ

れ

は

ム

寸

の

精

祈

な

り

君

の

た

め

追

詩

を

こ

ふ

••••••• 
君
上
に
う
れ
う
れ
ば

•••••• 
臣
下
に
た
の
し
ま
ず

• 甲由同
を
枕
と
し

•• 弓
箭
を
業
と
す
る

69 

興
福
寺
を
も
っ
て

70 74 82 06 

深浄
山水
に・を・

あ・た・む・む・
ふのかす
がまつん
ずずてで
んん
ばば

•• 煩
悩
の
あ
か
を
す
、
ぎ

-
-
-

宝
号
を
と
な
ふ
る
に

•••••• 
い
か
ん
が
あ
ゆ
み
を
険
難
の
道
に
は
こ
ば
ん

••••••• な
ん
ぞ
必
ズ
し
も
幽
遠
の
き
か
い
に
ま
し
ま
さ
ん
や

09 

同
国

18 

准・中羽・台
后宮林階
の職に・を・
宣にー連辱
を・備?り う
2.りz し
む・
る

19 

ま." 

?C. 
Z.く・
り

固
法ッ
実サ
栢相ゥ

襲ゴ主
主-;，，~の
士4宗主

福.長.
偶笠.
せ・ y
ん
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-

九
州
を
統
領
し

••• 百
司
を
進
退
し
て

:・・・・・・・・・

一
毛
心
に
た
が
へ
ば
王
侯
と
い
へ
ど
も

-
・
・
・
・
・
・
・

片
言
耳
に
さ
か
う
れ
ば
公
卿
と
い
へ
ど
も

••••• 
か
つ
う
は
一
旦
の
身
命
を
の
べ
ん
が
た
め

••••• 
か
つ
う
は
片
時
の
凌
辱
を
の
が
れ
ん
と
お
も
っ
て

•••••• 
蔦

乗

の

聖

主

猶

面

諮

の

こ

び

を

な

し

・
・
・
:
・
・
・
・

重
代
の
家
君
却
而
膝
行
の
礼
を
い
た
す

•••••••••••••• 
代
々
相
停
の
家
領
を
う
ば
ふ
と
い
へ
ど
も
上
宰
も
お
そ
れ
で
舌
を
ま
き

••••••••••••••••• 宮
今
相
承
の
荘
園
を
と
る
と
い
へ
ど
も
権
威
に
は
f

か
つ
て
も
の
い
ふ
事
な
し

••••••••••• 
彼

唐

家

清

涼

一

山

の

芯

努

猶

武

宗

の

官

兵

を

返

す

••••••••••••• 
い
わ
ん
や
和
国
南
北
両
門
の
衆
徒
何
ぞ
謀
臣
の
邪
類
を
は
ら
は
ざ
ら
ん
や

・・:・・・・・・・・・・

悪

業

猶

心

に

た

く

ま

し

う

し

て

日

夜

に

つ

く

り

.

.

.

.

.

.

 

‘I
l

l

・

善
苗
ま
た
耳
に
さ
か
つ
て
一
下
一
朝
暮
に
す
た
る

••••••• ふ
た
、
び
三
途
の
火
坑
に
か
へ
っ
て

•••••••• 
な
か
く
四
生
の
苦
輪
に
め
ぐ
ら
ん
事
を

•••••••• 
山
う
づ
た
か
う
し
て
鷲
峯
山
の
こ
ず
え
を

•••••••••• 
谷

し

づ

か

に

し

て

商

山

洞

の

苔

を

• 
都
都
遠
近

• 
里
民

•• 
開閉素

し・表
け・し
り

こ・基量

れ・;をー
を・と
から・
りノ¥

む
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ウ
-
-
ジ
ウ
ン
:
:
・
・
・
・
・

冥

に

は

十

二

神

将

辱

く

替

玉

善

逝

の

使

者

と

し

て

:

-

-

-

回

国

顕

に

は

三

千

の

衆

徒

暫

く

修

学

讃

仰

の

勤

節

あ

や

め

て

.

.

 
ホンカぷリヨ・・・

止

観

十

乗

の

党

風

は

好

侶

を

和

朝

の

外

に

は

ら

い

・
・
・
ウ
シ
・
・
・
ン

.... 

稔
伽
三
密
の
法
雨
は
時
俗
を
桑
年
の
む
か
し
に
か
へ
さ
ん

・・:・・・・

.. 

魚

鱗

鶴

翼

の

陣

官

軍

利

を

得

ず

ポウンケキ.イク
........ .
 

星
旋
電
戟
の
威
逆
類
勝
に
の
る
に
似
た
り

••••••• 山
門
に
お
ゐ
て
よ
ろ
こ
び
あ
ら
ば
一
門
の
よ
ろ
こ
び
と
し

・
・
・
:
:
・
・
・
・
・
・

社

家

に

憤

あ

ら

ば

一

{

永

の

い

き

ど

お

り

と

し

て

••••••••• 箆
鳥
雲
を
こ
ふ
る
お
も
ひ
は
る
か
に
千
里
の
南
海
に
う
か
ひ

•••••••••••••• 
帰

属

友

を

う

し

な

ふ

心

定

て

九

重

の

中

途

に

通

ぜ

ん

か

••••••••• 君

安

け

れ

ば

臣

や

す

く

・・・・:・・・・・

臣

や

す

け

れ

ば

則

国

や

す

し

•••••• 
ひ
と
へ
に
君
の
た
め
に
し
て

•••••••• 
全

く

身

の

為

に

43 

あ・勝守霊冥蜂嬰7か・か・
た・事ー神顕榔児・つつ
を・を が・の・うう
四・ち威・ は・は・
方時ンかを斧守薮?
へにら・くをを・勅神
退よ決を・ゎ・ 1，'10.も宣道
けEしあ・へぶつのの・
給 わ らて旨冥
へ せ・ 和 趣・助・

て 入 を・に・
-r まま・
、 lまか・
隆巨っせ
車・?て
rpf 
ふ・か・
り

51 54 55 61 62 66 68 71 73 77 

せ
ず

が
こ
と
し

58 

崇t教:下:玄
敬Z法一一 撃
の・の・武武・
ふふ客ー功力日・冥
るたを・を・護慮
き・‘・感感をに
にび・ずじな・叶ー
伏さ すひ
せ・か べ
んへ・ く
事ーむ・ ん
を事 ば
を

56 

丹
祈・

60 

悪凶
侶・賊
治追

罰ー討
の・の・
官勇1
軍士・
をに
た・相ー
すく・
けゎ

1，-‘ たり
随よ
喜・ろ
し・こ・
び
車関
ふ
ら
ん
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79 

""・~. 
を・明
も王一
つは・何|
て情|

月・
は・

其S其S
法明
をら
か
な
る
事2
を・
ま・く・
げら
ずう
せ
ず

78 

ああか・か・小
るるつつ蝦
時S時Sううを
は・は・はは・も

てコ
峨亡嘗て
々父家・

た・数数・其S其S
る・度代功善
巌の・のを・を・
石忠奉お・す・一ー
に節公ほて・人物

ふずが・の・
事S た・た・
な・ め・め・
治、・にに
れ

身敵
をの
海為S
底に・
に命よ
沈を'

め・亡3
rν さ
事，
を・2E
寺子.

を・

固

日

80 81 

風駿
波・馬・
の・に・
難鞭
を・打
し・ッ
の・て
ぎ

漫
々
た
る
大
海
に

:(3): 

01 :_: 
tllI 

済 iグ!
度・:)レi

喜・iLi
の
教
主

02 

あ・三
る身
ひ園
は満
の
~ 
晶

玉
な
り

な
り

• 
衆
病
悉
除
の
如
来

07 

露雲S験峨あ
を・を・身 ノキ る
し・わ・たた・ひ
のき・るる・は
ひて・谷峯S
忍で・の・の・の・南東
辱下・ぽ・深守高ー方方
の・るりきき補浄

を・を・陀瑠
ばば洛S璃
能医

弘・神化玉
誓徳のの
の・の・主主
深高
き・き・入
にに・重
な・た・玄
ぞと・門
らへの
へ・ 大
て士

08 12 

τ目園
ふ・左
た右花g衣
つのを・モ・
のっさ・を
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の・てね
ご・
と・
く

13 

車よ鳥党
のEの・道
の

似
た
り

15 20 26 27 28 30 

雪顧?
ずみ・
し・ず
て

都
昔日
の・
老
少

皆守

あ博2太其2群内
る陸上守孫2弟外
ひ公皇 j の
は・の・の・彼Z庶・英
身・す甥守子・豪

給神を・み
言慮・ か・ァ.皆守お
を・に・ を-1: り
称相 ノ/
ずはお・追え. ¥ 
る f し捕〈ー
か流ーし
り・す :下i

た・末 E昔或
c・寺・寺は
に・に・
下・牒
知・奏
し・し
て

酒色
にに
ふふ
けけ
る・り

028 

馬・主主
墓壷・
の・の・
練識椴
路・文守道
に・』こを・
あをお・
ゆとし・
みみ

竹
府
を
割
く

•• 
に
よ
っ
て
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31 

前・椿嘉腕・人法人
後葉舜蹟S里・を・を・
再無 は務守
合為こ・遠うじ・
の・のと・ふず
笑2化・な し・
を・をふて・
ひ・う し・
らたて
かひ
ん

な・
し

36 

信審
心塵
の・
み
有
り

38 40 41 

す・大
み小
や
か・

身仏
万真
徳門
のの・
月牽よ
を・ t:-.
翫蚕
児り

47 

仏か
i去な
の・ら
怨守ず

48 

凶機・身・運王
徒・感を・を・法
諒純国天の

肝守涙=毅熟S家道か
にご にに・ fこ
そ l3う明守なま・き
むれ・たら・ぐか
てがか・ せ・
ひな・ て
なり
し

49 50 

渇歓
仰守喜

:(4): 

11 そj
:のi
i他:

手!
な
し

求
長
毒

得
長
蒔

57 •••• 国
家
の
為

ル

イ

ヵ

・

・

累
家
の
為

••••• 
自

寺

他

寺

常

住

の

仏

法

-

マ

ツ

テ

ン

ぷ

イ

本

社

末

社

祭

実

の

神

明

イ

エ

ン

イ

ス

・

・

・

セ

ウ

隣

境

遠

境

数

国

を

掠

領

し

ト

ギ

・

ト

・

土
宜
土
貢
ば
ん
ぶ
つ
を
お
う
り
ゃ
う
す

.

ル

イ

.

.

 

あ
る
ひ
は
累
代
勲
功
の
あ
と
を
お
ひ

•••••• あ
る
ひ
は
首
時
弓
馬
の
護
に
ま
か
せ
て

賊
徒
を
ち
ら
し

タ

ウ

・

・

凶
黛
を
降
伏
す
べ
き
よ
し

••••• 臣
は
君
を
も
っ
て
心
と
し

•••••• 
君
は
臣
を
も
っ
て
林
と
す

••••• 心
中
に
愁
あ
れ
ば

59 63 64 65 72 75 76 

わ・勅林
た命外
く を・に
し・
の・
命
を・

か
ろ
ん
ず

悦
ビ
な
し

お・
も
ん
じ・
て
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幽霊
儀霊
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以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
検
討
2
)

(
検
討
1
)

(4) (3) (2) (1) 

2 29 33 18 

句
、

υ
司
46
 

検
討
1
の
結
果
と
同
じ
傾
向
が
、
検
討
2
で
も
得
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

き
く
も
ん

本
稿
は
、
「
作
文
/
著
述
」
さ
れ
た
対
句
を
、
ど
の
よ
う
に
演
諦
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
墨
譜
の
モ
チ
に
限
定
し
て
、

関
係
を
探
っ
て
み
た
。
演
諦
が
テ
キ
ス
ト
の
形
に
随
う
だ
け
の
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。
対
称
的
な
形
を
、
声
が
、

い
わ
ば
様
々
な
延
び
縮
み
を
配
分
し
、
変
化
さ
せ
て
伝
達
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

ト
品
、
内
/
。

在

1 

こ
れ
ま
で
〈
読
物
〉
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

平
曲
「
読
物
」
の
構
造
(
「
古
典
遺
産
」
第
お
号
、
一
九
七
三
、
六
)

平
家
物
語
に
お
け
る
「
読
物
」
の
生
成
(
「
古
典
遺
産
」
第
お
号
、
一
九
七
五
、
五
)

11 



平
曲
に
お
け
る
読
物
「
木
曽
山
門
牒
状
」
の
場
合
|
(
「
軍
記
と
語
り
物
」
第
ロ
号
、
一
九
七
五
、
一

O
)

平
曲
「
読
物
」
の
一
考
察
叫
関
説
話
酔
の
川
周
(
伊
地
知
銭
男
編
「
中
世
文
学
資
料
と
論
考
』
笠
間
書
院
刊
、
一
九
七
八
、

読
物
に
つ
い
て
(
橋
本
敏
江
平
曲
鑑
賞
会
「
腰
越
」
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
一
九
七
八
、
二
一
、
五
)

義
経
伝
説
と
腰
越
状
|
平
家
物
語
を
中
心
に
|
(
「
か
な
が
わ
高
校
国
語
の
研
究
」
第
日
集
、
一
九
七
九
、
五
)

吋
『
平
家
物
語
」
「
康
頼
祝
詞
」
の
一
考
察
引
き
符
総
肱
附
け
る
(
国
東
文
麿
編
『
中
世
説
話
と
そ
の
周
辺
」
明
治
書
院
刊
、
一
九
八
七
、

関
連
す
る
も
の
は
、

O

神
田
本
太
平
記
の
符
号
に
関
す
る
覚
え
書
(
「
太
平
記
研
究
」
第
7
号
。
改
訂
版
は
拙
著
『
平
曲
と
平
家
物
語
』
|
二
O
O
七
|
の
付
儲
と
し
た
。
)

注
2

犬
井
善
寄
「
二
つ
の
「
福
原
院
宣
」
|
延
慶
本
「
平
家
物
語
』
本
文
小
考
」
(
「
横
浜
国
立
大
学
人
文
紀
要
」
第
二
類
第
二
十
五
輯
。
一
九
七
八
・

二
一
)
の
論
が
あ
る
。

注
3

上
杉
和
彦
「
延
慶
本
平
家
物
語
所
収
文
書
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
軍
記
と
語
り
物
」
引
。
一
九
九
五
、
三
)
に
、
同
様
の
一
覧
表
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
判
断
を
異
に
す
る
箇
所
が
わ
ず
か
な
が
ら
あ
る
の
で
、
私
的
に
作
成
し
て
み
た
。
な
お
、
襖
井
陽
子
氏
の
御
教
一
不
に
与
っ
た
部
分
が
あ
る
。

III lV 

) 
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付
記
本
稿
は
、
三
回
の
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
い
る
。
第
一
回
は
、
人
文
学
部
「
日
本
一
言
語
文
化
演
習
」
(
二

O
O七
、
一

O
、
五
)
に
お
い
て
、

二
回
目
は
、
大
学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
叙
事
文
義
に
お
け
る
修
辞
の
研
究
」
研
究
発
表
会
(
二

O
O八
、
二
、
八
)

に
お
い
て
、
三
回
目
は
、
人
文
学
部
「
日
本
言
語
文
化
演
習
」
(
二

O
O八
、
四
、
一
八
)
に
お
い
て
で
あ
る
。
当
日
ご
意
見
を
下
さ
れ
た

松
城
俊
太
郎
氏
、
楊
夫
高
氏
、
院
生
・
学
生
諸
君
に
謝
意
を
表
す
る
。

な
お
、
本
研
究
は
、
平
成
十
九
・
二
十
年
度
目
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
(

C

)

)

に
よ
る
「
平
曲
伝
承
資
料
の
基
礎
的

研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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